
 

  1期（4月～5月） Ⅱ期（6月～8月） Ⅲ期（9月～12月） Ⅳ期（1月～3月） 

施設・設備 ・園内外の環境の点検、整備を行う。 
・保育室の遊具、用具の点検、整備、清掃を行う。 
・運動用具の点検を行う。 
 

・子どもの動きを考えた室内での安全な遊びの場づ
くりを工夫する。 

・水遊び・プール遊びでの監視体制や職員の動きを共
通認識する。 

・雨により滑りやすくなる場所や、湿度や気温が高く
なりすぎる場所がないか、点検する。 

・園庭や玄関前ロータリーの整備を行う。 
・送迎車と施設公用車と接触等がないように 
 配慮する。 

・暖房による室内の温度と換気に配慮する。 
・送迎車と施設公用車と接触等がないように 
 配慮する。 

園外環境 
（避難先） 
(散歩ルート) 

・園外保育時の散歩行先、引率者、所要時間を記
載する。 

・園外活動時等の職員体制と役割分担、緊急事態
が発生した場合の連絡方法について確認する。 

・園外の避難先ルート確認や安全点検をする。 
・園外での固定遊具の安全点検を行う。 

・園外保育・遠足等の目的地、経路についての調
査、点検をする。 

・園外に出る職員の必要な携行品について点検
する。 

・長期避難時の避難場所へのルートの再確認
や道中の安全確認を行い、職員間で情報を
共有する。 

 0・1・2 
歳児 

・保育室内での安全な生活の仕方を丁寧に伝え
ていく。 

 

・プール遊びでの約束を丁寧に伝えていく。 
・プール活動中に足を滑らせないように注意を促し
ていく。 

・水分補給をこまめに行う。 

・戸外での安全な遊び方を繰り返し伝えていく。 
・園外に出た際の歩き方や約束を繰り返し伝え
ていく。 

・行動範囲の広がりに伴い、危険個所の把握
をし、わかりやすく伝える。 

3・4・5 
歳児 

・園内での安全な生活の仕方を伝える。 
（登降園の仕方/遊びの場や道具・用具の使い方

/イス/はさみ/箸等） 
・園外保育での安全な歩き方を教える 
 （並ぶ、間隔を空けない等） 

・プール遊びでの約束を丁寧に伝えていく。 
・水分補給の大切さを伝える。 
・体調の変化や怪我をしたらすぐに大人に伝えるよ
う日頃から教える。（友だちのことも伝える） 

・交通安全教室に参加し、交通ルールに関心を 
 持たせる。 
 

・縄跳びなど初めて取り組む遊具での安全な
遊び方を伝え、日々確認する。 

・年長児対象の交通安全教室に参加し、登下
校時の一人での道の歩き方について学べる
ようにする（５歳児）。 

保護者への
説明・共有 

・園生活を安全に過ごすための決まりや約束を
連絡する。（登降園の仕方、出欠の確認、怪我
や病気に関する連絡方法、園児の引き渡しの仕
方、災害時の対応等） 

・プール遊びのための健康管理について知らせてい
く。 

・夏の生活での安全な過ごし方を知らせる。 
（熱中症予防） 

・交通安全に対する園の取り組みを保護者にも
伝え、子どもたちが交通安全の習慣を身につけ
ることができるよう、ともに取り組む意識づけ
を行う。 

・災害発生時の対応について（連絡体制・引
き渡し方法・長期避難場所の情報等）保護
者と再確認していく。 

・就学に向けて、通学路の安全確認を親子で
行うように伝える（５歳児）。 

 避難訓練 
（消火・災害） 

・避難（火災・地震・洪水）訓練をする。 
 （避難訓練の意味を伝える・合図を聞き、どの
ような行動を取るのかを教える） 

 
（避難時に気を付けることをわかりやすく伝える。火
災の時には手で口を覆って避難する。地震の時には
机の下等に潜り頭を守り、置き靴や上履きで避難す
る。） 

 
（様々な状況下や早出、居残り時間での訓練を行
い、全職員の動きを確認する。） 

 
（園以外の避難先を全クラスで確認する。） 
・職員や園児には知らせない「不意」の訓練
を行う。 

上記以外の
訓練 

（通報・不審者・
心肺蘇生・エピ
ペン等） 

・緊急フローチャートに沿った対応の訓練をす
る。 

・地域の警察署の協力のもと不審者対応訓練を行う。 ・地域の消防署の立ち合い訓練を行い、園児や職
員の避難行動、役割について講評をしてもら
う。 

・通報訓練を行う。 

・職員や園児には知らせない「不意」の訓練
を行う。 

研修・講習
（園内・園外

を明記） 

（園内） 
・災害・救命救急対応・不審者対応・火災報知器
について職員間で共通認識を図る。 

（園内） 
・不審者対応マニュアルの見直しを行う。 
・プール遊びでの注意事項を確認する。 

（園内） 
・感染症・ケガの応急措置対応について 

（園内） 
・一年間の安全計画を見直し、次年度に向け
て改善する。 

・次年度の防災組織の再構成 
行政主催の
訓練・講習

予定 

・保育幼稚園課主催の乳児研修を受け、安全な睡
眠環境の確保や０～1 歳児の睡眠チェックの
重要性について学ぶ。 

・保育幼稚園課主催のアレルギー対応研修やプール
衛生講習、救命救急講習に参加する。 

・保育幼稚園課主催の感染症対策研修を受け、汚
物処理等の方法について職員の共通認識を図
る。 

 

再発防止策 ・ヒヤリハット事例が生じた時には要因の記録と分析を行い、再発防止について話し合う。 

地域との連携 ・緊急時に備えた連絡体制や協力体制を保護者、消防、警察、医療機関の関係機関との間で整える。 

マニュアル 
・手順書 
チェック欄 

（年１回は内容をチ

ェックすること） 

□事故防止マニュアル（昼寝中、プール・水遊び、食事・アレルギー対応）          □事故発生時対応マニュアル 

□防災マニュアル・地震津波対策マニュアル                        □事業継続計画（BCP） 

□洪水時の避難確保計画 

□防犯マニュアル 

令和８年度 保育所安全計画 
高知聖園マリア園 
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